
第２章 沖縄観光の現状と課題

④ 経済波及効果（平成１６年度）

平成１６年における県外からの入域観光客数は５１５万人、県民の県内旅行客数

は６４０万人で、沖縄県内での旅行消費額は４，５４９億円と推計される。このう

ち県外観光客は３，６５１億円で全体の約８割を占める。

旅行消費による経済波及効果（生産波及効果）は、６，９０３億円となり、沖縄

経済の１１．７％に相当する。また、雇用波及効果は７８，８５０人に及び、本県

全体の１４．２％に相当する。

資料：平成１６年度観光統計実態調査「沖縄県における旅行・観光の経済波及効果」

総観光消費額　4,549億円

*1：2000年産業連関表における地域内生産額5.9兆円に対応
*2：2002年度県内総生産3.5兆円に対応
*3：2000年国勢調査における県内就業者数55.6万人に対応
*4：2003年度県税決算額＋市町村税決算額2,593億円に対応
*5：ここで言う貢献度とは全産業に占める比率　
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  生産波及効果　６，９０３億円

  うち直接効果　　 　　　　　４，１０５億円

  付加価値効果　３，７９４億円

  うち直接効果対応分　　　２，１５７億円

  雇用効果　　　　７８，８５０人

  うち直接効果対応分　　　５２，２２７人

  税収効果　　　　　　２９８億円

  うち直接効果対応分 　　　 　１６２億円

　　生産波及効果　6,903億円

　　付加価値効果　3,794億円

　　 　雇用効果　 　　78,850人

　　 　税収効果　　　 298億円

波及効果

外国人客　64億円

*1

*2

*3

*4

28



３ 沖縄観光客満足度調査

ア 旅行前の期待度

「沖縄の海の美しさ 「沖縄らしい風景」で、特に“期待した”比率が高く、約」、

９割となっている。重要な観光資源であることがわかる。これに比べ観光メニュー

関係（土産品、観光施設、スポーツ・レジャー）は相対的に“期待した”比率は低

くなっている 「食事 「宿泊施設」は比較的高い比率となっている。。 」、

また 「自然環境の保全状況」に関する期待度は、５割程度であり、低くなってい、

る。

資料：平成１８年度沖縄観光客満足度調査

イ 旅行の満足度

「沖縄らしい風景 「沖縄の海の美しさ」という沖縄の観光資源に対しては 「旅」、 、

行全体」よりも高い満足度の点数となっている一方で 「自然環境の保全状況」は、、

相対的に点数が低い。また 「観光施設入場や文化体験 「食事 「宿泊施設 「土、 」、 」、 」、

産品」などの観光メニューにおいても相対的に点数が低くなっている。

、 、「 」、「 」交通関係については 特に点数が低くなっており 路線バスの便数 渋滞状況

などは、約４割が不満を感じている状況である。
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